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鑰文 の概要

　本研究で は 、
マ ス コ ミを通 じた災害情報の 享受が 、防災意識や行動と い っ た 災害文化全

般に ど う影 響 して い る の か を考察する 。

　阪神 ・淡路 大震災にお い て は、今まで の 災害 と比 べ て 大量 ・ 長期に情報が流され た 。

　伝え られ た 災害惰報に よ っ て、行動や 童識 に何らか の 変化 が加わ っ て い れば、それ は 「被

災体験 をした 」結果 と い え る。 そ の よ うな 「間接的な被災体験 亅 が影響す る分野は 多岐に

わた り、新聞記事か らどん な教訓を得て 、災害文化に活か され て い くの か を考える必要が

ある。

　そ の 一方で 、マ ス コ ミ情報が 「被 災体験」 となっ て も、その 被災体験は間接的で あるた

め、様々 な制約が つ きま と う。
一

つ には 、マ ス コ ミ の 風潮に 流され ざるを得ない 「体験の

偏 り亅 が ある こ とで ある 。 二 つ めに は 、 現実体験による修正 が効かず、体験が観念的 レ ベ

ル に とどま るこ と 。 そ して 三 つ めに、もともと 「中だ るみ 」 「風 化」 す る傾 向を持 つ 災害
文化が 、間接的な被災体験 に よるもの で あれば、その 速度が さらに速 くなる とい うこと で

あ る 。

　こ うい っ たネガテ ィブな特徴はあるが、防災意織 、災害文化 の 向上に役割を果たす と考
える と、間接的 被災体験の 存在を無 視す る わけに は い か な い

。 阪神 ・淡路大震災の よ うな

大災害にお い て 、人 々 の 災害イ メ
ージ が どれだ け変化 した の か を調 べ るため に、新聞記事

の 分析を行 うも の で ある。

　今回の 発 表で は 、 新聞記事の 分析は 単純集計 をもとに した もの に とどめ て お き、報告の

主な趣 旨は 、間接的被災体験に 注 目す る こ との 重要性を提案する こ とにある 。
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阪神 ・淡路大震災の 「間接的被災体験』

　　　　　一新聞紀事を事例 として 一

東京都立 大学大学院都市科学研 究科　村上大和

　　　　　　　 弘前大学人文 学部　田中重好

1 、は じめに

　災害が 起 こ っ た とき 、 被災者た ち が 持 っ て い る防災意識 、 災害文化に よ っ て そ の 対応は

異な り 、 結果 として被害の規模も異 な っ て くる 。 こ れまで の諸研 究によ っ て明 らかに され

た こ とが 二 つ ある。ひ とつ は 、直接災害を体験 した人は 、災害文化 、ある い は災害対応活

動を高め て い る こ とで ある （田中 ・小 倉 、 1994）。 しか し伺時に 、 被災体験 を通 し て形成

された災害文化は、時間の 経過の 中で 「風化」 「中だるみ 亅 して い く （田 中、 1995） こ と

が もうひ とつ で ある 。

　だが、市民が 防災能力を高めるの は、直接 に自分 自身が 災害に遭遇す るこ とだ けで は な

い と推測 され る。高度 に情報化 された社会で は、マ ス コ ミ情報を通 して 災害を 「間接的に

体験する亅 こ とに よ り
、 人 々 の 防災能力は商まる の で は な い か

。 高ま る とすれ ば 、ど うい

う形で高まる の か。こ の 点 へ の検討 も必 要である と考える 。

　本報告は 、 （1 ）まず災害文化の 向上の ために 丁問接的被災体験」 とい う概念 を導入す

べ きで あるこ とを提案する 。 （2）そ して 、 こ の 見地か ら 、 新聞 を用 い て 、 具体的に阪神

大震災にお い て 間接的被災体験が どうなされ たか を検討す る。 た だ し 、 具体的デー
タ の 分

析 は、検討途中で あ り、こ の 報告はその 最初の 報告にすぎな い 。

2 、 間接的被災体験

（1 ）擬 似環境論 と間接的被災体験

　現代社会は高度に情 報化 して い る 。 発遠 した情報網の おか げで 、 人 々 は実際に は直接 に

体験 して い ない 多 くの 事柄を 「体験 」 す る こ とがで きる 。 自らの 生活 に対 して も重要な意

味を持つ ような事柄に 対 しては 、人 は マ ス コ ミ等 を通 して なる べ く多 くの 情報 を得よ うと

する 。 この よ うに、現代社会 にお い ては、個人の 生活環境 の 中に、マ ス コ ミを媒体と して

伝え られ る二次的環境 、 すなわち 「擬似環境亅 が成 立 して い る。 しか も、こ の 擬似環境の

領域は近年、ますます拡大 して い る。 多くの 人が 、マ ス コ ミを通 じて ほぼ同 じ擬似環境を

共有するこ とに より、それ らが容易に 「真実亅 として 受けとめ られ る 。 このよ うに して、

現代社会 に お い て は 、擬似環境が人 々 に と っ て 環境と し て の 十 分な機能を果たす まで に至

る 「擬似環境 の 環境化亅 が起 こ っ て い る （藤竹暁、1985）。

　大規模 な自然災害は 、実際に 体験 し て い な い 人 々 に と っ て も重 要な意味 を持 つ 事件で あ

る。多くの 人 が 、マ ス コ ミ を通 じて ほ ぼ同様 の 内容 の 情報を共有 し、間接的に 「被災体験亅

をして い る とい える 。 こ うして 、
マ ス コ ミ情報を媒介と した 「被災体験亅 をす る こ とに よ

っ て 、 人 々 の 災害文 化に変化が現れ て い っ た可能性がある 。
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（2 ）マ ス コ ミ情報享受の 仕方の タイ プ

　で は 、 単なる マ ス コ ミ情報 の 享受が 、個人的 ・祉会的 レ ベ ル で の行動や 意識変容を引き

起 こす 「体験亅 にな りえ る で あ ろ うか。マ ス コ ミ情報の 受け取 られ 方が 蜜ず い くつ か の タ

イプに分け られる 。 （図 1 ）

　
一

つ 目は 、 災害報道に お い て も単な る 「事件」 「ひ とごと亅 の 域を出ず 、 特 に マ ス コ ミ

情報を単なる知識 と して受 け とめるタイプである 。 こ の タイプにお い て は、災害情報は い

わば 「頭の 上 を通過するだけ 」 の も の で あ り、「体験 を構成 す る 」 こ とは な い （A の 場合）。

　二 っ 目 は 、災害報道に は関心 を持 ち、積極的に情報を享受はするが、災害 に対す る有効

な対応策を見出せない た め に、自分の 体験 として 「内在化する 」 こ とを意図的 に回避す る

タイブ で ある。い わ ゆる、「あの よ うな大 災害が 起きたな らば、い かん ともしがたい もの

だ か ら、考え て も仕方が な い 」 とい うタイプである 。 こ こ には 、 フ ェ ス テ ィ ン ガー
の 「認

’

知的不協和理論」 の際の 「正 当化」 に似た過程が見 られ る 。 こ の タイプでは、様 々 な危険

性 を想定はす るが 、 それ に 対する対応が 「有効な もの j と判断 で きない 。 そ の ために 、そ

れ らの 危険性 を意図的に忘却 ・棄却 し、そ の結果 、 それまで の 災害意識 ・防災意識に変化

が現れ るこ とはない 。 つ ま り、災害情報の 受容はす るの だ が 、実際 に教訓 と して 生 か され
て お らず 、結局 「被災体験 亅 と い える もの ではなくな っ て い くタイ プで ある （B の 場合）。

　そ し て 三 つ 目は 、 災害情報 に関心を持ち、積極的に情報を享受 し、そ の情報か ら得 られ
た危険 を避 けるため に何らか の 行動をとるタイ ブで ある。こ の タイプで は、マ ス コ ミ の 災

害情報は 「被 災体験」 を構成する 。 そ し て 、
マ ス コ ミ情報か ら得た危険な要素を自らの 生

活環境か ら排除す る ため に様 々 な対応 を行う。 言い 換えればマ ス コ ミ情報を教訓として実

際の 防災意識、災害文化 に活か し て い る （C の 場合）。

　こ の 三 つ 目の タイ プにお ける教訓は 、 実 際に活か される分野が 「防災／対応政策亅 「都
市設備亅 「防災意識 j 「災害時の 行動」 「地 震 災害観j とい っ たもの に分けられ よ う。

（3 ）間接的被 災体験の 特徴

　間接的被 災体験 は 「間接的」 で ある が た め 、 次の よ うな特徴を持っ 。

　第一の 特徴は 、
「体験の 偏 り亅 である 。 これ は、間接的被 災体験が 実体験 で は な く、

マ

ス コ ミとい うフ ィ ル ターを通 して の 体験で あるがた め に起 こ る 。 例 えば被害につ い て考え
てみて も 、 繰 り返 し報道され た被害内容は人々 の中に強烈 に印象づ けられ る が

、 あま り報
道 されなか っ た被害内容 に つ い て は 、「軽微 な／なか っ た こ と亅 に され て しまう。

　第 二 の 特 徴は 、「現実か ら の フ ィ
ー ドバ ッ クが な い 亅 こ とで ある 。 そ の た め、い っ た ん

偏 っ た形で 定位 されて しま っ た間接的被災体験はそ の 後 も修正 され る こ とが な く、同様 に 、

い っ たん 「ない こ とに されて しまっ た J 事柄は 、そ の まま無視 されて し ま う。 また、直接
被災者 と異な り、 身近な人の 死傷 、 家屋 の 被害 、 経済的影響、 PTSD などの 体験がない

た め 、
「被災体験」 が 観念的なもの に とどま りがちで あるe そ の ため 、 間接的体験力1行動

次元 へ とつ なが りに くい 。

　第三 の 特徴は 、間接的被 災体験か ら形成 され る災害文化の 「風化の 早 さ、容 易さ」 で あ
る 。 災害報道が繰 り返 し 、 長期的に なされ ると して も、現実か らの フ ィ

ー
ドバ ッ クがない

ために、風 化 しやすい 。

一 301 ・一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstrtute 　 of 　 Soolal 　 Safety 　 Solenoe

図 1　 マ ス コ ミ情報 の 受 け取 られ方の 3 タイ プ

（B ）

（C ）
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　以上の よ うにネガテ ィ ブな特徴を持 ちなが らも、市民の 防災能力を向上 させ る とい う戦

略的な 目的か ら考え る 「間接的被災体験j に注 目し、そ れが どう災害文化 を形成 して ゆく

の か を検討 して ゆ く こ とは重要で ある 。

3 、 新聞に よ る阪神 ・淡路大震災 の 間接的被災体験研究 の 可能性

（1 ）阪神 ・淡路大震災 における情報量の莫大さ

　阪神 ・淡路大震災にお ける新聞報道は 、
　1989年 10 月に 起 こ っ たサ ン フ ラ ン シ ス コ 地震、

1993 年 7 月 に起 こ っ た 北海道南西沖地震 と比 べ て み る と、そ の 被害の 甚大 さゆえにそれ

以前の 災害報道に比 べ て格段 に量が 多 くなっ て い る 。

　今回 の 阪神 ・淡路大震災で は、報道の され方 も、高い 量を保ちなが ら長期にわ た っ て流

されて い る。単なる長期化 で なく 、 減少傾向 → 再増加の 動きが何度となくある こ とか ら、
時間が 経つ に つ れ 内容が 多様化 して い っ た こ とが わ か る 。 （図 2）

　こ うした 大量 ・長期にわたる災害情報が流されたため 、今回の 災害ではか な り明確な間
接的被災体験が形成 された 。 そ の こ とに より、直接に被災 して い ない 人 々 の 間に も災害文

化が形成 され る。

（2）研究の フ レーム ワーク

　阪神 ・淡路大震 災の 発 災
一

ヶ 月後に サーベ イ リサー
チ セ ン ターが実施 した 『地震防災に

関する都市住民意識調査』（！995、 2 ）に よれ ば、こ の 地震が 起 きる前の 不安は 、 東京 ・

静岡 ・大阪 の い ず れ の 地域で も 「強 く感 じ て い た 亅 とい う回答が少 な い の に対 し、発 災後
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の 同 じ回答は 、 5 倍以上 に高ま っ て お り、 直接 に体験 して い ない 東京 ・静岡で もこ の 数値

は高い （表 1）。

表 1　 東京 で大地震が起 こ る不安を感 じて い るか

　　　　　　　　　 （左 ： 震災前、 右 ：震災後）

東京 静岡 大阪

強 く感 じる 14．754010 ！76032 ．043 ．7

少 し感 じる 4633 免353 ．736 ．310 ．74LO

あまり感 じない 28．06 ．027 ，3Z732 ．012 ，7

ほ とん ど感 じない 1α 70 ．7830 コ 55．32 」

（％）

そ の ため 、 東京 、 静岡で もこ の 地震をき っ か けに 、様 々 な家庭内の 対策が行われて い る

こ とが分か る （表 2 ）。

表 2　阪神 ・淡路大震災をきっ か けとして行っ た家庭内で の 防災対策

東京 静岡 大阪

非常持出品の 用意 45．053 。053 ．0

家族が落ち合 う場所 を決定 26．723 ．721 。0

避難場所を決定 23319 ．025 ．7

風呂に い つ も水をた め て い る 20．322 ．727 ．7

家族 との 連絡方法を決定 20．014 ．718 ．0

使わない ときはガ ス の 元栓を閉め る 16．716 ．3363

火気器具の まわ りを整理 16．0U ．021 ．3

西震自動消火装置付 きの ス トーブを使用 14．7 塞5316 ．3

消化器や水の 入 っ た バ ケツを用 意 1L310 ．313 ．7

家具 の 固定 10．31L712 ．7

（％）

　本研究は、新聞記事の 分析によ り、「間接的被災体験」 をどう読者に与 え、そ の結果、

人 々 の 災害文化がい か に変化したの か を明 らかにす るため に進め られ て い る 。

　新聞記事の 項 目、内容 、メ ッ セ ージ、写真を手が か りに 、どうい っ た災害イメ ージが読

者に提示 されて い っ たの か考える 。 こ こか ら、「間接的被災体験 1 の構造 を推測する 。

　次に 、 新聞に掲載され る読者か らの 「声 」 な どを調 べ る こ とに よっ て 、 読者の 防 災意識

に どんな影響が あ っ た のか を考察す る 。

　今回 の 報告で は以上 の 研究計画の 一部につ い て、報告す る。
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4 、阪神 ・淡路大震災 の 新聞記事の 分析 （中間報告）

　現在ま でにな され た分析結果をもとに 、どの ような災害文化が形成 され て い るか を考察

して み る 。 使用す るデー タは 、朝 日新聞青森版 （1 月 18 日〜 3 月 31 日）の 見出 し文 をも

とに筆者 らが作成 したデータベ ース 、及び 震災関係記事を集めた CD − ROM で ある 。 参

考資料 として 、震災か らお よそ 10 ヶ 月後に 消防署員 165名に対 して行 っ たア ン ケー ト 「阪

神 ・淡路大震災に関す る意識調査亅 の 集計結果を利用する。

　発災後数 日間に おい て は被害の 報道が多くなされ る 。 発災後
一

ヶ 月聞におい て流された

主 な諸被害の 記事の 内訳 は表 3 の 通 りである。

表 3　 諸被害の 記事数

　　　　　　　　　　　　　　　　 こ れ を見る 限 り、住宅や ビ ル ・マ ン シ ョ ン 等の 高層

　　　　　　　　　　　　　　　建築 、 高速道路 、 死者数 、 避難関係の 記事の 数が多い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　これ ら報道数 の多い 被害が、人 々 の 意識の 中に強烈

　　　　　　　　　　　　　　　に 印象づ けられ たとす る。 こ れ まで の 理 論に 沿うと 、

　　　　　　　　　　　　　　　都市部で の 地震災窖に つ い て、人 々 が普段か ら予想す

　　　　　　　　　　　　　　　るよ うな被害は 、今回 の 震 災を契機に 、 こ れ ら報道数

　　　　　　　　　　　　　　　の 多い被害に沿 うことになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　逆 に、比較的報道数が少 ない 事例は、報道数が多い

　　　　　　　　　　　　　　　記事 に比 べ て印象が薄 くな り、人 々 が現在予想 して い

　　　　　　　　　　　　　　　る被害か らはずれ るこ とになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 震災前に、都市部で 大地震が 起きた ときに起こ る被

害をどの よ うに 予測 し て い た か を聞い た ア ン ケー トの集計結 果が表 4 であ る 。

住宅 523

ビル 。 マ ン シ ョ ン 221

高速道路 170

鉄 道 ・新幹線 13

死 者数 190
火 災 26

ライ フ ライ ン 81

生活障害 14

避難 1
，
908

渋 滞 132

表 4　震災以前か ら以下の よ うな被害を予想して い たか

充 分

イメージ で きた

割 と

イ メ
ージで きた

あ ま りイ メージ

して なか っ た

イ メ
ー ジ し て

なか っ た

住居 の 瞬間倒壊 19 ． 4 33 ． 9 33 ．9 12 ． 7
高層住宅 破壌 15 ． 2 31 ． 5 33 ． 9 19 ．4
高速道路破壊 12 ．　 1 24 ． 8 38 ． 2 23 ． 6
大量 の 死 亡者 21 ， 8 33 ． 3 35 ．2 9 ． 7
火災の 同時多発 43 ． 6 35 ．8 15 ．2 5 ． 5
ライ フ ライ ン破壊 38 ． 8 36 ．4 21 ．8 3． 0
深刻な生活障 害 35 ， 2 34 ．　 5 23 ，0 6 ． 7
大量の 避難民 17 ． 6 33 ． 3 40 ．6 8 ． 5
交通渋滞の 発生 42 ． 4 33 ． 9 19 ．4 3 ． 6

（％ ）
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　表 4 を見て も分 か るとお り、「住居 の倒壊 j 「高層建築被害」 「高速道路破壊亅 の 各被害

に対 して は、震災前まで は 「イメ
ージで きて い なか う た」 とい う回答が他の被害よ りも多

い 。
マ ス コ ミによ っ て 数多く報道 された被害ほ ど、人 々 に とっ て 「阪神 ・淡路大震災の象

徴的な被害」 とし て強烈 に印象づ け られて い る こ とが わか る 。

　
一方 、 イ メージ率が低 か っ た ライ フライ ン の被害に つ い ては 、記事の件数も比較的少な

くな っ た 。 火災や 生活障害に つ い て も記事 の 件数はそれ ほ ど多くな らない 。 しか し避難関

係 の 記事や渋滞 に関 し て は記事件数 もそれほ ど少ない と い うわ けで もなく 、
「記事の 少な

さ」 と 「印象の 薄さ亅 に つ い て の 関速に つ い て は こ の 結果か らは言及 で きな い 。

　しか し数多く報道 され る こ とで 、地震災害における被害 の 可能性 の イ メ ージが形 成され

得るとい うこ とが こ の 結果か らわか る。

　以上 の よ うに 、様 々 な項 目にお い て 、「目立っ て 報道された もの 」 「あま り目立 たなか

っ たもの亅 が ある 。 目立 っ て報告 され る こ とで 、読者 の 印象に残 り、そ の 後被災体験 とし

て何 らかの 災害文化を形成する可能性が ある こ とがい える 。

5 、むすび

　理 論を もとに 、 阪神 ・淡路大震災の 間接的被災体験によ っ て今後どのよ うな災害文化が

形成され る可能性 があるか を考えて きた。 地震 とい う自然災害が持 ちうる破壊力の 可能性

を認識で きるよ うな被害報道が な され 、そ の 被害報道は同様の 災害が起 こ っ たときに どん

な被害が起 こ り得るか を予想する フ ァ ク ターにな っ て い る。

　今回の報告で は 、どの よ うな 「間接的体験亅 が起 こ っ て い るか とい う考察に つ い て は 、

単純に報道量の 大小だけで推論 した 。 今後は 、 記事の 内容に よ っ て 、 人々 に積極的に受け

入れ られ るか 、 逆 に回避 され るか な ど、「情報の 受け手 の行動 レ ベ ル 」 にお ける考察を進

め る必要がある 。

　災害文化 、 あるい は災害対応行動を高める の が 「被 災体験 j で ある 。 しか し直接に被災

体験で きる人は 限 られ て い る。そ の た めに、「間接的被 災体験」 が被 災地外 における防災

対策に とっ て は重要で ある。間接的被災体験の 概念 を確立 し て 、 効果的に災害文化 の 向上

に活かす こ とが必要であ る 。
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